
矢吹町立矢吹小学校の４年生を対象に出前講座を実施
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開催目的・概要

○矢吹町立矢吹小学校の4年生35名に対して「阿武隈川緊急治水対策プロジェクト～遊水地の整備について～」と題した出前講座を実施。
○阿武隈川での洪水被害や治水対策、鏡石町・矢吹町・玉川村で整備中の遊水地の役割について説明。

日時・対象

➢日 時：令和６年９月１２日（木）１０：３０～１１：１５
➢対 象：矢吹町立矢吹小学校４年生 ３５名
➢報道機関：福島建設工業新聞社

・質問 ➢ 3遊水地の中で一番大きいのはどれか。
➢水位が上がった時、どのように遊水地に流れるのか。

出前講座での質問・感想


